
学力検査問題について

令和９年度埼玉県公立高等学校入学者選抜

（主に令和７年度の中学校２年生が受検する入試）

令和９年度入学者選抜（令和９年２月に実施）の学力検査から、５教科全てにおいて、

マークシート方式で解答する問題と記述式で解答する問題をあわせた学力検査を実施します。

（数学と英語の学校選択問題*、並びに追検査を含む）

*学校選択問題とは、数学と英語において、一部に応用的な内容を含む学力検査の問題です。

解答用紙（Ａ４版両面印刷）の例

表（マークシート方式） 裏（記述式）



■　「い」「う」にあてはまる数字をそれぞれ０～９の中から一つずつ選び、その数字を答えなさい。

例として、１０＋２５＝　い　う　という問題の場合（正答＝「３５」）

【正】 【誤】

【正】正答が「ア」の場合

【誤】間違えて「エ」と解答した場合

※「５３」となってしまうため、誤り

学力検査問題の例
このサンプルは、令和３年度から５年度入学者選抜までに実施した学力検査問題を基に作成しています。

解答方法をマークシート方式に変更し、一部サンプル問題として示しています。

国語 令和４年度入試追検査より

数学 令和４年度入試学力検査より

漢字の問題は書き取りも

選択式に変更します。

また、問４では、示され

た文章を書き直した意図

を考えることで、文章を

書く際に大切となる、自

分の考えを分かりやすく

伝えるために根拠を具体

的に書く、といった内容

を出題しています。

注意事項

（解答方法が分かりやすいよう、問題の隣にマークシートの解答欄を載せています。実際の学力検査の問題に

マークシートの解答欄はありません。問題用紙と解答用紙は別に配られます。）

マークシートでの解答方法は、主に以下の２通りがあります。

■　次のア～エの中から一つ選び、その記号を答えなさい。



社会

令和４年度入試追検査より

理科

令和３年度入試追検査より

英語 令和５年度入試学力検査より

マークシート方式に変更しても、

このように複数の資料を組み合わ

せるなどして正答を導き出す出題

とすることで、これまで同様、受

検生の知識及び技能や、思考力、

判断力、表現力等に配慮した問題

作成を行っていきます。

この問題では、数学と同様に数字をマークします。

左側の問題では

正しい順序に並

べかえたときの

２番目と４番目

にくる語句を、

ア～オの中から

選択します。
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学力検査問題についてのＱ＆Ａ

 ・「令和9年度埼玉県公立高等学校入学者選抜に関する情報」
 　https://www.pref.saitama.lg.jp/f2208/nyushi/r9nyushijyoho.html
 
 ・県立学校の活性化・特色化方針【県立学校魅力発信サイト】
 　https://www.pref.saitama.lg.jp/f2219/gakkouhousin.html
 
・「教育委員会SNS公式アカウント」（Instagram、X、Facebookなど）
　https://www.pref.saitama.lg.jp/e2202/kyouikusns/touroku.html

お問い合わせ
埼玉県教育局県立学校部
高校教育指導課
048-830-6760
a6760@pref.saitama.lg.jp

埼玉県公立高等学校入学者選抜情報

 入試全般の情報はこちら🔎

新しい入試の情報や、各高校の情報はどのように調べられるか。

以下の県ホームページに情報を掲載しています。随時更新予定です。

全ての問題が、マークシート方式になるのか。

各教科での出題形式の割合は、得点に換算して、マーク
シート方式の問題が９割程度、記述式の問題が１割程
度となります。

マークシート方式に変わることで、どのような問題が出
題されるのか。難易度は変わるか。

解答方法はマークシート方式に変わりますが、原則、出
題の基本方針に変更はなく、問題の内容・難易度等はこ
れまでと変更しない予定です。これまでどおり、日頃の
中学校での学習活動にしっかり取り組んでください。

学校選択問題はどうなるのか。

一部の高校が実施する学校選択問題もマークシート方式
と記述式をあわせた解答方法に変更します。実施する高
校については、令和８年５月に公表する予定です。

学力検査時間は変わらないのか。

学力検査時間はこれまでと変わりません。１教科当たり
50分です。

国語の作文は出題されるのか。

国語の作文については、出題しません。
中学校学習指導要領に示されている３領域（「話すこと・
聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」）に基づいて、
全体の問題を通じて「知識及び技能」「思考力、判断力、
表現力等」を総合的に測っていきます。

国語の作文の学習はやらなくてよいということか。

作文の学習は高校入試のためだけにするものではありません。中学校学習指導要領では、「思考力、判断力、表現力等」の
「書くこと」に関する指導について、実際に文章を書く活動を重視することが示されています。そのため、中学校の国語で作文
指導は引き続き行われます。 受検生の皆さんには、すべてにおいて高校入試のための学習と捉えることなく、高校入学後の学
習、そして将来に繋がるよう、中学校での学習に取り組んでください。

中学校学習指導要領に基づき、言語や言語文化に関す
る基礎的・基本的な知識・技能を身に付け、文や文章
の中で適切に用いることができるかどうかを見ていき
ます。 そのため、マークシート方式の問題でも、漢字
の力を測ることができると考えています。

選択式問題で、国語の漢字の力は測れるのか。

数学で、コンパスや三角定規については必要になるのか。

令和８年10月頃に公表する「受検生心得」等でお知ら
せする予定です。

英語のリスニングはどうなるのか。

これまで同様、出題する予定です。

英作文、数学の作図は、出題されるのか。

学力検査問題の詳細に触れる内容になるため、国語の
作文、英語のリスニングを除いて、出題する、 しない
は、申し上げられません。

マークシートを塗ることが困難な受検生などへの配慮
はあるか。

障害のある受検生に対する配慮、怪我や病気等により
学力検査等実施上の配慮が必要な場合などは、解答方
法を変更することも考えています。


